
東北大学総長殿

宮総教　第2ヴ　号

平成26年1 1月26日

宮城県総合教育センター所長

(公印省略)

平成2 6年度長期研修員研究発表会について(御莱内)

本県の教育行政につきましては,日ごろ格別の御協力を賜り厚くお礼申し上げます｡

さて,このたび別紙要項のとおり,平成26年度長期研修員研究発表会を開催する

ことになりました｡

つきましては,教職課程履修学生-お知らせ願いますとともに,参加希望学生のと

りまとめについてお願いいたします｡

なお,参加申込みにつきましては,別紙様式により平成27年1月23日(金)ま

で, FAXにてお知らせくださいますようお願いいたします｡

担当:研究開発班次長高橋智男 

TEL:022-784-3549(研究開発班直通) 

FAX:022-784-3571 

E-mail:research-d@edu-C.pref.miyagi.jp 

il15257273
テキストボックス
＜情報科学研究科＞
参加を希望する学生は、別紙様式に記入の上、1月6日(火)までに情報科学研究科教務係へ提出してください。



研修会番号1 1 3

1　日　的

2　主　催

3　対　象

4　期　日

5　会　場

6　内容･日程

平成2 6年度　長期研修員研究発表会実施要項

宮城県総合教育センターの今年度の長期研修員の研究と,前年度の長期研修員の課

題解決について発表し,参会者の指導助言を得て今後の研究に生かす｡

宮城県教育委員会

小学校･中学校･高等学校･特別支援学校教員(国立学校,私立学校も含む),

県内,県外教育機関職員,教職を目指す学生等　　　4 0 0名

平成27年　2月12日(木)

宮城県総合教育センター

9:3010:2012:0515:35 

10:0010:3013:20 

2/12 (木) 假2�WB�開 �｢�:��7つの分科会で発表 俐r����ｷ��ﾆR�7つの分科会で発表 A 二三三 行 辛 �(別紙｢分科会一覧｣参照) �(別紙｢分科会一覧｣参照) 

※分科会ごとに開会 凵ｦ分科会ごとに閉会 

7　発表者 平成2 6年度　宮城県総合教育センター

専門研究員(1年)　　　　　　　1 9名

長期研修員A (6か月)　　　　1 3名

長期研修員B (年間25日)　　10名

平成25年度　専門研究員　(1年)　　　　　代表6名

長期研修員A (6か月)　　　　代表3名

長期研修特A (6か月)　　　　代表1名

長期研修員B (年間25日)　　代表2名

8　発表内容　　別紙｢研究主題等一覧｣参照

9　その他　　　開会行事-の出席者は,来賓及び平成2 6年度専門研究員,長期研修員の所属校校

長(教頭),並びに平成25 ･ 26年度専門研究員,長期研修員

担当　研究開発班　次長　高橋　智男

電話　022-784-3549



平成2 6年度　長期研修員研究発表会　分科会一覧

宮城県総合教育センター

分科会 剔�1分科会 ��c)Zｨ怦橙�第3分科会 ��cIZｨ怦橙�第5分科会 ��ciZｨ怦橙�第7分科会 

会場 剔�3研修室 ��cHﾊH�8��第5研修室 ��chﾊH�8��第7研修室 ��c��ﾊH�8��第11研修室 

10:00-10:20 刳J会行事(第1.2研修室) 

10:20-10:30 刪ﾚ動 

10:30-10:40 刳J会 唸､ｨ橙�開会 丶ｨ橙�開会 丶ｨ橙�開会 

1 ���｣C��長期研修A �+xｯｨﾊH�4��長期研修A �+xｯｨﾊH�4��長期研修A �+xｯｨﾊH�4��長期研修B 

ll:05 宙惲伜ｩ�B�(小)体育 �(r仆8孜�ｩ&ｲ��ie�;��(高)発達障害 宙ﾘ"�&ﾙ4���･��(中)情報教育 宙惲凉ﾘ怩�

ll:05-ll:15 刪ﾚ動.休憩 

2 免ﾃ｣�R�長期研修A ��ｩnXﾊHｸb�f胃�ｻ8屍�長期研修A ��ｩnXﾊHｸb�<�¥ｨ辷�ｻ8屍�長期研修A ��ｩnXﾊHｸb��饑�ｻ8屍�長期研修B 

ll:40 忠(b��Hｧr�宙惲�<�¥ｨｨ�:��宙�ﾊ:B偬IZ���･��宙惲倆�橙�

3 免ﾃ｣C��長期研修B 剪ｷ期研修A 剪ｷ期研修B 剪ｷ期研修B 

12:05 宙惲伜ｩ�B�宙惲俛�ﾎ｢�宙ﾘ"�&ﾙ4���･��忠(b凉ﾘ怩�

12:05-13:20 剪巨H.休憩 

4 ��3｣#��専門研究 授業改善. 学力向上 �+xｯｨﾊH�4"�専門研究 教育相談. 生徒指導 �+xｯｨﾊH�4��長期研修B �+xｯｨﾊH�4��専門研究 理科教育 

13:45 �(小)体育 �(小)道徳 忠(b儖ﾈ���(高)家庭 

5 ��3｣CR��C｣����+xｯｨﾊH�4��淫ﾂ丶��ﾎｨｨ�:���+xｯｨﾊH�4"�淫ﾂ�;�;�� ��

14:10-14:25 刪ﾚ動.休憩 

14:25 �+xｯｨﾊH�4"�H25 �+xｯｨﾊH�4"�H25 買#R�H25 買#R�

(中)国語 ��ｩnXﾊHｸb�f胃�ｻ8屍�(小)特別活動 ��ｩnXﾊHｸb�<�¥ｨ辷�ｻ8屍�長期研修B ��ｩnXﾊHｸb��饑�ｻ8屍�専門研究 理科教育 

14:50 剔纒¥者 剔纒¥者 ��9Uﾈ�"�代表者 ��9Uﾈ�"�

7 ��C｣S��H25 買#R�H25 買#R�H25 買#R�H25 - ��ｩnXﾊHｸb��ｼh淤��隗y|ﾘﾏﾈ�2�長期研修A ��ｩnXﾊHｸb�ｻ8孜$帝�i6ｸﾞR�長期研修A �+xｯｨﾊH�9<���長期研修A �+xｯｨﾊH�4"�

15:15 ��9Uﾈ�"�代表者 ��9Uﾈ�"�代表者 ��9Uﾈ�"�代表者 ��9Uﾈ�"�

15:15-15:35 剳ﾂ会 兔(橙�閉会 兔(橙�閉会 兔(橙�閉会 

※　平成25年度　専門研究　6人　　長期研修A　4人　　長期研修B　2人



平成2 6年度　長期研修員研究発表会　研究主題等一覧

<平成26 僖韃亶ｸ�侈x､xﾘxｻ8支5ｨ985��ｸ鮖nXﾊHｸc��

研究領域 ��ｩnXﾊHｸh醜��kﾂ�引ｩ���ﾘ�ｲ�研究主題.副題 
研究の概要 

授業改善. 学力向上 �)YH�ﾔr���隱ｨ�9zxｭifｸ抦ｧxﾕ｢��:�69<H躋�斡9�X���9zxｴ9�X��(hｧxﾕ｢��ｶy68ｴ倡��斡9�X���9zy�h�傅ﾈｧxﾕ｢��児童生徒の学力向上を目指す授業改善 

-算数.数学科における｢活用する力｣を高める指導の在り方の提言を通して- 

全国学力.学習状況調査の結果から,本県の児童生徒は,特に算数.数学 

科の｢活用｣に関するB問題で全国平均とのかい離が大きく,課題が見られ 
た〇本研究は,算数.数学科における｢活用する力｣を高める指導の在り方 

について提言することで,児童生徒の学力向上を目指す○その具体的な手立 

てとして,算数.数学科において,日常生活や他教科等の学習との関連を図 

つた授業での｢活用する力｣を高める授業構想図,｢活用する力｣を高める 

授業アイディア例を示し,授業改善を提案するo 

理科教育 傅ﾉnﾈｵ穎r�溢I69*ﾉzy�H圸(hｧxﾕ｢��生徒が観察.実験に目的意識をもって取り組む理科授業(2年次) 

-観察.実験の技能を習得させる学習活動の工夫を通して- 

昨年度の研究では,生徒が観察.実験に目的意識をもって取り組む授業の 

土井謙治 俤ﾘ.雲ｸ/�麌+X+ﾘ�ｸ自_ｲﾉ�i6ｸ*ｨｬ��韲�ﾋ�,ﾈ,ｸ.x*(,僮x.�+ﾘ-�,�,ﾒﾈｮﾘｾ�,ﾂ�

(岩沼市立岩沼小学校) 亰ｩEﾈ,ﾈ�;�,�ｹ��*ｨ*�.�+�,h/�ｹ8+�+ﾖ�+ｸ+�,YgｸﾊHｸh,X,ﾒﾉ(hｧxﾕｩyﾘ怦ｻ8蹴�

伊藤直之 �,ﾈ���I+(ﾛ�*�.xｬ��韲�ﾋ�,ﾈｵｩEﾈ,ﾈ�;�,亊h+x.��ｩlｨ,ﾉ�ﾙ.�.(ｧx�ﾆ��H,�,"�

(栗原市立築館中学校) �*(,H,ﾈ攣��/�k�.x*�,�+Rﾉ�i6ｸ*ｨｵｩEﾈ/��;�+x.�+ﾘ-�,ﾊ)&ﾘ.��ｩlｪ:(ﾌ(���

に操作をする場面｣｢確認し合う場面｣を軸とした学習活動の在り方を探る 

とともに,授業実践を通してその有効性を検証するo 

教育相談. 俚):�{(譴�逢�68�9zxﾟx�ﾈ6xｧxﾕ｢��(iJｹ�ﾈ躋��8ﾈ鉑8x�9zyn馮ｹ�i?�(hｧxﾕ｢��[ﾙnﾉ�ﾈ爾�姐ｸ�侈yI)�靫鮎hﾘ)9乂xﾕ｢��よりよい人間関係を主体的に築く児童生徒の育成 

-｢粋づくり｣プログラムの開発と活用の提案を通して- 

本県が抱える生徒指導上の諸問題の一因として,児童生徒が人間関係を築 

くことに対して課題を抱えていることが挙げられる0本研究では,特別活動 

生徒指導 凾ﾆ日常生活を関連させた取組を継続的に行うことにより,よりよい人間関係 

を主体的に築く児童生徒の育成を目指した｢『粋づくり』プログラム｣を開 

発し,その活用を提案するo 

情報教育 伜)68�ﾅｲ�学びの可能性を広げるⅠCT活用の推進 

-タブレット端末の活用を中心とした実践ポイント集の作成を通して- 

教育の情報化が進む中,利便性の高いタブレット端末は急速に学校現場- 

(富谷町立富谷中学校) �;�?ﾈ+8.ｨ,(,(*�.��ｸ+�,ﾈ5�7X8ﾈ6(6y%ｹih/�ﾉ�8,H,ﾈｻ8醜*ｨｧx�,ﾈ,ｸ.x*(,���

安田弘秋 �+h,Hｨ駅�,X*ｸ.�.h*Bﾈｮ馮ｹ4�,斡�Eﾈ/�(i�8,h+X+ﾘ�ｼh,X,ﾈｨ駅��ｩlｨ,ﾉ/�麌/��

Ull崎町立富岡中学校) �,ﾘ+h-�ｮ馮ｹ4�,悪xﾞﾉ_ｹd�.)�ﾈ,ﾈuD5Hｴ�ｮﾘ,h,ﾉ�ｩ��_ｹd�,�,x/�>�vX,��x.��

秋元琢也 俛�/�+韲���7ﾈ48986x�/�ﾞﾉ�ﾈ+X+ﾘ�ｲ�

(宮城県米山高等学校) 冏ｸﾊHｸh,ﾒﾈ+�,ﾈ����7ﾈ48986x�/�vV(�8,YJﾙ�ﾘ+Rﾈ5�7X8ﾈ6(6y%ｹih/�,ﾒ�

じめとするⅠCT活用の推進を提言することで,学びの可能性を広げきこと 

を目指すD 

防災教育 兢�ｼｹ�8ﾔ���hｩh�9zy�bﾘ抦ｧxﾕ｢��?ｨ岔�xﾉｲ�掩ｩyﾙ*ﾉzy�yﾘ抦ｧxﾕ｢��ｶY&阯���旭(���9zxｮ(��fｹ(hｧxﾕ｢��ﾛ(�盈悪��｢�姐ｸ�侈y�隱ｨﾔ鮎hﾘ)9乂xﾕ｢��災害時に助け合い,協力して地域社会に貢献できる児童生徒の育成 

-｢防災教育ハートフルパック｣の開発と活用の提言を通して- 

災害発生時には自らの命を守るための知識や技術が必要である○さらに, 

将来,地域の担い手となる児童生徒には,地域の一員としての役割を理解し 

て行動できる資質を身に付けていくことが求められている○ 

本研究は,学校防災教育を支援するための｢防災教育ハートフルパック｣ 

を開発し,その活用を提言することで,自分の命を守るだけでなく,災害時 

に助け合い協力して地域社会に貢献できる児童生徒の育成を目指す○ 

特別支援教育 �Hﾜ引8�����Y��*ﾉzy�Y��(hｧxﾕ｢���ywI��ﾜb�姐ｸ�侈yzykﾈ竧辷�ｧxﾕ｢��ﾌ9>�Oﾈｴ��姐ｸ�侈yzxｾ��ﾈ辷�ｧxﾕ｢��小.中学校における児童生徒-の障害理解を推進するための指導の在り方 

-学習ニーズに応じた指導プランの提案を通して- 

小.中学校において障害理解教育を進めることは,インクルーシブ教育シ 
ステム構築のために重要な取組であるoそこで,本研究では,学級担任が学 

習ニーズに応じた指導プランを活用することを通して,児童生徒-の障害理 

解を推進することを目指す○′ト中学校の障害理解教育について,文献研究 

及び調査研究から現状と課琴を明らかにし,既存の障害理解教育を補充,深 

化し,■推進できるようにするための指導プランを提案するo 



平成26年度　総合教育センター　長期研修A

研修教科.領域 �+xｯｨﾊH�8週���kﾂ�引ｩ�靱｢��研究主題.副題 

(小)国語 俚):�;�b�自分の考えが相手に伝わるように書く力を定着させる指導の-試み 
(白石市立白石第二小学校) 壷�yﾙ4�,傚�*ﾘ+�,h,i�yﾙ4�,傚�*ﾘ+�,h,ﾉtﾉw��ｸ/���ｫH+8+�.倡y;�/�,ｨ+X,Bﾒ�

(小)外国語活動 俚):��ﾒ���ﾈﾞ�*ﾉzy�ﾈﾞ淫ﾈｧxﾕ｢��外国語活動において,積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するための- 試み 
一地域を題材にした英語教材｢Let'sKaVasaki!｣の作成と活用を通して- 

(中)教育相談.生 俎)Oﾉ'��2�生徒に目標をもたせ,自己効力感を高めるための援助的なアプローチの-試み 
徒指導 宙�9iVﾉ*ﾉzxﾏﾉvﾙ(hｧxﾕ｢��-SFAを用いた,チーム支援としての学校教育相談を通して- 

(小)体育 傅ﾈﾋI�9EB�胤ﾉ8y*ﾉzx鉑8y�bﾘ抦ｧxﾕ｢�心と体の動きの変化に気付き,動きを高め合う児童の育成を目指した体育科指導の-試み -第4学年｢表現｣における｢アイディア交流｣を通して- 

(中)情報教育 佩9:�ﾔhﾕ��英語の授業において生徒の情報活用能力を育成するための-試み 
(大崎市立古川北中学校) 椿ﾄ5Hｴ�ｮﾘ/�ｨ駅�+X+ﾕ�ﾇW9%�ﾋ8,ﾈｧx�ｨ�:�,ﾈﾔ姥h/�,ｨ+X,Bﾒ�

(小)道徳 冦��ｩtﾉ�h���! 道徳的価値と体験活動の関連を明確にした道徳授業の-試み 
(栗原市立築館小学校) 坪抦ｧxﾕｩ.�ｧyD�,�*�*�.丿Xｻ8怏9�,ﾈｧx-�,ﾉ�X.云H.�/��h*�+X+ﾘ轌;�/�,ｨ+X,Bﾒ�

(小)特別活動 ��､9Y����互いのよさや違いを認め合う人間関係を育むための指導の-試み 
(東松島市立野蒜小学校) 壷�chｧyD隗xｸ乖�:�,�*�*�.�(*(*)th5�488�8,ﾈ����/�,ｨ+X,Bﾒ�

(小)算数 亅�wI���算数の問題解決に主体的に取り組む児童を育成するための-試み 
(登米市立米山東小学校) 鍔4ﾔ�亥ｩ�H7ﾘ6ﾈ5x8�986x4�5h5�6r�/�ｨ駅�+X+ﾘ�ｼh,8*ﾘ.�/�,ｨ+X,Bﾒ�

(中)数学 侘ｸ蝿ﾊｸ爾�数学的に表現する能力を高めるための-試み 
(宮城県古Jrl拳明中学校) 壷�Hｧy4�,蔚ﾈﾋｹvﾈ�,�(Ymｨ+X,In)�亜�ﾈ�,偃h.��x-隗x�ｨ�:�/�,ｨ+X,Bﾒ�

(高)家庭 �(i,9�ﾉOﾈｴ��子どもの発達に寄り添い,子どもと関わる力を育むための-試み 
(宮城県東松島高等学校) 坪､ygｸ/�ｨ駅�+X+ﾚ)Jﾙ$(,i]ｸ斯8,ﾈ�ｼh/�,ｨ+X,Bﾒ�

(高)特別支援教育 (知的障害) 亳y695H���姐ｸ�侈yzx�(ﾋ8辷�ｧxﾕ｢��Aさんが活動するために必要な依頼をできるようになるための指導の-試み 
-相手に分かりやすく伝えるための指導プログラムの工夫を通して- 

(高)特別支援教育 (発達障害) 儻��ﾉvﾘ���姐ｸ�侈yzx辷�ｧxﾕｨｮ(��ﾘ)9乂x����Bさんが,自らの目標に向かって生活しようとする力を高めるための指導の-試み -教師から認められる安心感をベースに友達と力を合わせる体験の積み重ねを通して- 

(小)特別支援教育 (重複障害) 俚(�盈�ｸ���姐ｸ�侈yzyIx辷�ｧxﾕ｢��Cさんが,自分のやりたい活動を選んで教師に伝えられるようになるための指導の-試み -好きな遊びに取り組みながら,教師に伝えることを繰り返し行う指導プログラムの工夫を 通して- 



平成26年度　総合教育センター　長期研修B

研修教科.領域 �+xｯｨﾊH�8週(��kﾂ�引ｩ�靱｢��研修テーマ.副題 

(小)社会 傴ﾉgｸﾎY��｢表現する力を高める社会科の授業を目指して｣ 
(角田市立角田小学校) 坪齪ﾞﾈ��{�/�ｨ駅�+Rﾈﾖﾈ*h/�ﾏ�zﾈ+x.乖�:�/�,ｨ+X,Bﾒ�

(小)特別活動 凭冦愛yz"�児童同士の豊かな関わり合いを育む学級活動を目指して 
(丸森町立金山小学校) 坪ﾖﾈ*h,ﾉ6�*hﾘx*(*�.x�&8ﾈ�.�-ﾈ,X,ﾉ�(ﾘx*(ｨ�:�,ﾈ轌;�/�,ｨ+X,Bﾒ�

(小)体育 亶��ﾉ�I�驟��洩ﾈ竧�9zx岔�ﾙ68抦ｧxﾕ｢��運動の楽しさを味わいながら,技能を身に付けていく授業を目指して 一十分に動くための見通しと変容に気付く振り返りの充実を図った授莱 

実践を通して- 

(小)算数 佩9:��y���自分の考えを表現する力を育む授業づくり 
(多賀城市立山王′J､学校) 坪蟀�H怦,�*�*(,I�ﾘ.(�ﾉw�ﾎｨ/�諄,�,J(*�*ﾚ8ｨ�:�/�,ｨ+X��,Bﾒ�

(小)理科 亳Y&霈Y�ﾂ���Xﾞ育9zy69�ｸ抦ｧxﾕ｢��児童の考察を促し,思考力と表現力を育む授業を目指して --人一人が考えをもち,互いに共有し,深め合うことのできる｢学び 

合い｣の羊夫を通して- 

(小)道徳 �(h��u)Wﾘ�����Xﾞ育9zxﾌ9�ﾉ�h蓼抦ｧxﾕ｢��規範意識や自制心を高める道徳の授業を目指して 一日分の思いや考えを温め,自己を見つめることができる授業展開の工 

夫を通して- 

(中)理科 儘�:�W�Eb�自分で結論を導き出し,｢分かる｣を実感できる授業を目指して 
(女川町立女川中学校) 坪ｻ8ﾝ粨ｻ8ｾ�.(ｧx�7h8ｨ986x,ﾈﾔ姥h/�,ｨ+X,Bﾒ�

(中)美術 冢鞐�-�+2��6�H�9zxﾛ(��(hｧxﾕ｢��生徒の発想したことや構想したことの具現化に向けた授業づくりを目描 して 
-生徒自身が収集した資料を活用した取組を通して- 

(中)国語 亳y69u(ｴ��論理的に話す力.主体的に聞く力を高める授業づくりの一考察 ･(気仙沼市立新月中学校) �ｨﾋ靜ｨ�8�/�k隕ﾘ,�+X+ﾘ�ｼi5x､ｨ/�,ｨ+X,Bﾒ�

(高)特別支援教育 ��ｨ�9�騏)Oﾂ�生徒が自ら情報を得て活用する力を育む授業を目指して 
(知的障害) 宙ｷｸ�侈yzx辷�ｧxﾕｨ抦ｸﾙ68ﾘ)9乂x����-音楽の授業における分かりやすい環境づくりを通して- 



別紙(大学用)

(ファクシミリ施行)　　　　　　　　　　　　　　(総合教育センターFAX番号　022-784-3571)

あて先 佇�ﾂ�発信 

宮城県総合教育センター所長殿 (研究開発班高橋智男扱い) 兌ﾙ�ﾃ#iD�7��平成年月日 

長期研修員研究発表会の ��Xｧykﾂ�

参加について 乂y+ykﾂ�

平成26年度　長期研修員研究発表会　参加申込書(大学)

担当課係名　　　　　　　　　　担当者

電話番号

学部.学科等 伜����(��kﾂ�希望分科会 儖Xﾖﾂ�

1 �� �� 

2 �� �� 

3 �� �� 

4 �� �� 

5 �� �� 

6 �� �� 

7 �� �� 

8 �� �� 

9 �� �� 

10 �� �� 

※　希望分科会の欄には,主に参加を希望する分科会番号を記入してください｡




